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５月１３日（金）に山小 BASIC 

部会が開かれました。先生方への 

アンケートを基に、今後の重点指 

導事項を考えました。その結果、 

次の２点に絞りました。 

○名札の着用とシャツを入れること  ○話のきき方をよくすること 

先生方全員で指導を行うとともに、家庭への周知と協力依頼をお願いします。児童会で子どもたちが考

えて取り組むことも行いたいですね。後者については、学力充実部会との連携も図らなければなりません。

輝く山鹿小を目指していきましょう。 

うれしい 

少人数教室で頑張る子どもたち。子どもたちには、「『今までの自分よりちょっと良くなった』『ちょっと

分かるようになった』『ちょっと好きになった』と実感できたらいいね」と話しながら授業をしています。 

先日、単元末テストが行われました。「結果に結びついているといいけど…」と、担任の先生からの報告

にどきどきしてしまいます。担任の先生から、ものすごくよかった児童がいたことを聞きました。うれし

くて保護者の方に電話しました。次の日、その子の顔を見ると「ニコー」っとする表情をしてくれました。

それがまたうれしくなります。そんな場面がたくさん見られるように頑張っていきます。 

先生方も、そんな輝いている子どもの姿があったときは、保護者の方に連絡されてはどうでしょうか。

親の立場からすると、学校からの電話があると、反射的に「なんか悪かこつばしたろか」と思いがちです

が、うれしい状況を教師と保護者で（子どもも）喜ぶっていいですよね。 

   

「♫ あんな～時代も～あ～ったねと～ ♪」 

先日、中山先生と嶋田先生が国語の授業を公開された。学習構想案を作成

し、教材研究・授業準備をされての授業だった。 

自分の授業があり、中山先生の授業は観ることができなかった。（残念!!）

嶋田先生は初任とは思えない授業をされており、素晴らしかった。フレッシ

ュ感あふれるその姿に「あんな～時代も～あ～ったねと～」と、中島みゆき

の BGM が頭の中を流れていた。「もう今の自分には出せない味だな」と。両

先生とも放課後は先輩先生のアドバイスを受け、改善点を見つめておられ

た。今後もより良い授業を目指して邁進されることだろう。 

若手教師には若手教師の「フレッシュさ」、ベテランにはベテランの「キャ

リア」という武器がある。最大限に生かしながら、子どもの学力向上に努め

ていきたいものだ。 

 中山先生、嶋田先生の今後が楽しみだ。 

感染対策 

ゴールデンウィーク 

明けで、コロナの再拡 

大が危惧されます。山鹿小学校でも

罹患者がいます。その子たちの早い

回復を願うばかりです。 

学校として、感染拡大防止に努め

ることを再度徹底する必要があり

ます。手指消毒、マスクの正しい着

用、ソーシャルディスタンスなどを

行っていきましょう。家庭での取組

強化の呼びかけもお願いします。 

 



 


